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三番瀬の生き物
～三番瀬にはどんな生き物がいるの？～

        
三番瀬には多くの鳥が餌場と休息場を求めて飛来します。また、干潟を掘ってみると、アサリ、
マテガイなどの二枚貝やゴカイなどを見ることができます。ここではその主なものを紹介します。

スズガモ

全長約４５ｃｍ。冬に数千から数万羽の群
れが見られる。雑食性だが、潜水して水底
の貝類を殻ごと食べることが多い。

カワウ

全長約８０ｃｍ。Ｖ字の隊列を組んで飛ぶ。
周年見られ、主に魚を食べる。

ハマシギ

全長約２０ｃｍ。口ばしが長く泥をつつき
回ってゴカイ等の餌を食べる。数千羽の群
れをつくる。夏羽は腹が黒い。

ユリカモメ

全長約４０ｃｍ。写真は冬羽だが、夏羽は頭
部が黒くなる。

コアジサシ

全長約３０ｃｍ。水中にダイビングして小魚
を捕る。

ミヤコドリ

全長約４５ｃｍ。黒い頭と朱色の口ばしと足
が特徴。口ばしで二枚貝をこじあけて食べ
る。カニ、ゴカイ等も食べる。

ハジロカイツブリ

全長約３５ｃｍ。水中に潜って小魚やカニ等
を食べる。

ミユビシギ

全長約２０ｃｍ。ハマシギと似ているが、腹
が白い。写真は冬羽だが、夏羽は胸や背が
茶色がかる。

メダイチドリ

全長約２０ｃｍ。干潟を走り回ってゴカイ等
を食べる。

水鳥類
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コアジサシ ミヤコドリ、 スズガモ

ハマシギ ハマシギ

ハジロカイツブリ

シギ・チドリ類 シギ・チドリ類（春の渡り） （秋の渡り）
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未来へと いのち育む三番瀬

アサリ

海水をろ過し、水質浄化にも役立って
いる。成貝のろ過量は１個体で約１０Ｌ
／日とも言われる。

バカガイ

寿司種のあおやぎ。水揚げしたとき、
口を半開きにして足をだらりと出すの
でバカガイという名がついたという説
もある。

シオフキ

よく水を吹き出すためシオフキという
名がついたと言われている。

マテガイ

別名かみそりがい。殻長約１２ｃｍ。こ
の貝が棲む穴に塩を入れると飛び出
してくる。

ホンビノスガイ

北米東海岸からやってきた外来種。
近年、三番瀬で漁獲量が増えている。

タマシキゴカイ

（左下：成体、右上：卵塊）
砂に含まれる有機物を食べ、消化でき
ない砂を排出する。

アナジャコ

体長８～９ｃｍ。泥干潟にＹ字状の深い
巣穴を掘る。

マメコブシガニ

前後に歩くことができるカニ。
２ｃｍほどの固くて丸い甲羅を持つ。

コメツキガニ

約１ｃｍの小さなカニ。深さ１０ｃｍ位の穴を掘って生活する。砂に含まれる有機物
を食べ、残った砂や巣穴を掘った砂で砂団子を作る。

アマモ

現在の三番瀬では少なくなってしまっ
たが、魚介類の産卵場所や幼魚の生
育場所として重要。

オゴノリ

刺身の「つま」に使われる海藻として
有名。食用にする時は熱湯で処理す
る。

マハゼ

主にゴカイ等の底生生物を食べる。

イシガレイ

三番瀬の浅場に広く分布しており、底
生生物を食べる。成長すると沖合へ移
動する。

ボラ

藻類や甲殻類等を食べる。海面上に
ジャンプする姿がよく見られる。

セイゴ（スズキの幼魚）

三番瀬一帯に広く分布しているが、成
長すると沖合を回遊する。主に魚類や
甲殻類を食べる。

底生生物

魚類

海草 海藻

写真提供：中村ひろ子（水鳥類、底生生物、アマモ、セイゴ）、浦安市郷土博物館（オゴノリ、マハゼ、イシガレイ、ボラ）

（巣穴の周りの砂団子）


